
夫

樹

寺

の

し

お

り

松
千
家ヽ

・
徳
川
家
の
喜
提
寺
と
し
て
名
高
く
、
茂
道
山
松
安
院
と
号
し
、
夫
明
七
年

（
一
四

七
五
）
松
十
四
代
親
恙

（家
康
よ
り
六
せ
の
れ
）
の
創
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

本
尊
阿
弥
陀
¨
来
は
平
安
末
期
の
作
と
云
わ
枚
、
ん
背
に
千
仏
を
宿
す
と
こ
ろ
か
ら
別
老
、

一
光
千
体
仏
と
も
い
わ
れ
、
円
満
の
相
好
は
拝
す
る
者
を
し
て
清
浄
の
信
ｏ
を
起
さ
し
め
る
。

開
山
勢
誉
愚
底
上
人
は
松
千
規
恙
に
浄
上
の
奥
義
、
皓
繰
五
菫
を
相
伝
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
十
は
浄
上
宗
の
二
重
和
伝
根
源
道
場
と
し
て
婦
ら
れ
て
い
る
。

家
泉
十
九
オ
の
時
、
涌
狭
問
合
戦
に
よ
り
、
今
川
義
え
が
倒
ね
た
の
で
身
の
危
隣
を
感
じ
、

人
高
式
か
ら
人
樹
寺
に
４
ね
、
十
二
代
仁
職
全
誉
上
人
に
先
れ
の
墓
前
で
自
害
す
べ
く
党
悟
の

ほ
ど
を
表
わ
す
と
、
上
人
の
言
葉
は

「
厭
離
薇
上
、
欣
求
浄
上
」

（お
ん
り
え
ど
ご
ん
ぐ
じ
ょ

う
ど
）
の
経
丈
―
戦
国
乱
世
を
住
み
よ
い
浄
上
に
す
る
の
が
お
前
の
役
日
―
と
訓
し
、
悩
め
る

家
康
を
翻
意
さ
せ
、
家
晨
は
こ
の
入
夫
字
を
終
生
座
右
の
銘
と
し
た
。
え
こ
の
時
家
康
を
追
う

野
式
士
の
一
隊
が
人
樹
十
を
国
ん
だ
が
、
十
僧
の

一
人
れ
洞
和
尚
が
門
の
カ
ン
ヌ
キ
を
引
き
抜

い
て
お
っ
て
出
て
、
七
十
人
力
で
阿
修
准
の
力
く
戦

い
、
散
を
退
牧
せ
し
め
た
。
後
に
家
康
は

こ
の
カ
ン
ヌ
キ
を
立
恙
開
運

「貫
木
神
」
と
命
名
。
今
も
大
樹
寺
に
安
置
さ
久
て
い
る
。

家
晨
の
人
生
観
の
確
立
と

一
代
の
危
機
を
救
っ
た
人
樹
寺
は
、
家
康
の
道
命
の
一
条
に

「
位

牌
は
三
河
人
樹
寺
に
祀
る
べ
き
こ
と
」
と
あ
る
に
よ
り
、
徳
川
歴
代
将
早
の
等
身
人
の
位
牌
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
４
年

四
月
十
七
日
に
は
御
神
忌
法
要
が
営
ま
れ
家
晨
公
の
遺
徒
を
讚
え
る

法
要
が
厳
修
さ
久
て
い
る
。

お も な 年 中 行 事

1月 1日 修 正 会

1月 17日 初 観 音

2月 3日  節 分 会

2月 25日 法然上人御忌

3月 17日  お ひ が ん

4月 17日 御 神 忌
(家康公御命日法要)

5月 (第二日曜日)人形供養

8月 6.7日 暁 天 講 座
67日 盆施餓鬼会
7日  放 生 会

9月 17日  お ひ が ん

11月 14日 お 十 夜

12月 8日 成 道 会

12月 31日 除 夜 の 鐘
お 火 た き



▲大樹寺 山門 寛永18年 (1641)三代将軍徳川家光公建立
楼上に後奈良天皇御寝筆「大樹寺」の勅額 (重要文化財)が掲

げてある。また釈迦三尊十六羅漢を安置している。

境内から山門、総門をとおして、その真中に岡崎城が見える。

県 指 定 文 化 財

▲襖絵  将軍御成 りの間 安政4年 (1857)復 古大和絵師、
冷泉為恭 (れいぜいためちか)の大作で平安時代、円融天皇、子

の日の御遊図で(46面 )ある。他に為恭の絵100面 がある。

(有料 )

▲ 多宝塔 天文4年 (1535)松平清康公建立

―層は方形、二層は円形の格調高い多宝塔である。

最も古い建物、足利末期に出来た多宝塔の美しさはたとえよう

もない 国 重 要 文 化 財

▲廟所  松平四代親忠公は大樹寺倉」建の際、先祖三代の墓を
移祭し、廟所を創建、元和3年 (1617)家 康公―周忌にあたり、
二代将軍秀忠公は先祖松平八代の廟所を修復再建した。親

忠公以下の墓石には「奉再興五輪元和三暦南呂 (八月)十五日J

と亥」まれている。

昭和44年 4月 岡崎市民により家康公の遺徳を顕彰じ遺品を納

めた墓と碑が建立された。

市 指 定 史 蹟

く家康 公木 像 慶長19年 (1614)先祖

追善供養のため身代りの姿として安置し、

我れ亡きのちもそのまま止めるようとの遺命

により、位牌堂に安置されている。戦前の

国定教科書に載っていた家康公の写真は

この木像である。(有料 )

市 指 定 文 化 財

▲ 山門より岡崎城を望むビスタライン 三代将軍家光公が山
門から岡崎城を望めるように伽藍を整備した。
以来370年近くこの眺望をさえぎる建物が建設されておらず、岡崎市民
の歴史に対する思いが今に伝わる貴重な景観になっている。

国 重 要 文 化 財

▲松平八代・徳川歴代将軍位牌  家康公の命により松
平八代と徳川歴代将軍の14代までの位牌を安置している。

徳川将軍の位牌は等身大 (亡くなった時の身長)で作られている。

(有料)
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将
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徳
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家
光
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楼
上
の
大
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は
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代
将
軍
家
重
公
改
鋳
の
名
鐘
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